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令和５年８月１日 市政施行60周年

13小学校【在籍児童数：4,154人】
６中学校【在籍生徒数：2,228人】

門真市は大阪府の北東部にあり、もともと

穀倉地帯で、よく知られている河内蓮根が

特産物でしたが、宅地造成により、農村地

帯から産業都市へと移行、現在は東大阪工

業地帯の重要な位置を占めています。
※外観イメージ（基本設計完了時点）株式会社石本建築事務所提供

116,268人（Ｒ６.12.１）

（仮称）水桜学園【義務教育学校】

人口

学校
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部活動のこれまでの役割

 コミュニケーション能力
 継続力
 主体性
 協調性 など

生徒の放課後の居場所2

生徒の心身の成長1
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もはや学校だけでの部活動の存続は不可能“
”

約80％の

中学生が入って
います！

６中学校合計（R6.7月現在）

しかし、生徒数
の減少に伴い…

文化部
21クラブ

運動部
68クラブ

部活動の廃部が進む
（Ｈ29～R4で16部活が廃部）

▶生徒が入りたい部活動がない

教職員数も減少する

▶専門的な指導が受けられない
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部活動における休日の地域移行（モデル校区を設定し休日の地域移行を段階的に推進）

Ｒ5 ▶部活動地域移行検討事業の立ち上げ

Ｒ6 ▶第四中学校をモデル校として設定

休日の部活動地域移行を段階的に開始

軟式野球・バドミントン・
サッカー・バスケットボール
吹奏楽部・卓球・ソフトテニス

対象の部活
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門真市軟式野球連盟

大阪府門真市に在住在職してい
る社会人を中心として、軟式野
球を通じて地域社会やメンバー
の親睦とアマチュアスポーツの
健全、発展を図ることを目的に
活動している。

バドミントン教室「Y・Bears」

初級者から中級者の大人対象の
バドミントン教室であり、実業
団や全国大会などで活躍した経
験豊富なコーチが指導を行って
いる。

門 真 は す ね ク ラ ブ

門真市初の「総合型地域スポーツク
ラブ」として設立され、子どもから
高齢者に対して、誰もが、いつでも、
どこでも、いつまでも気軽にスポー
ツ活動に参加できる環境をめざし、
健康で活力ある地域づくりに寄与す
ることを目的とする。

クラブチーム

「クローバー歯科カスピッズ」

日本卓球リーグ実業団連盟に所
属するクラブチーム。
令和4年度には全日本実業団

卓球選手権を制覇するなど、積
極的に活動している。

子どものバスケ教室「コドバス」

バスケットボール大好き芸人田村裕
さんプロデュースのバスケットボー
ルスクール。バスケットボールを通
してのスポーツの楽しさ、努力の大
切さ、礼儀礼節など、様々なことも
教えてくれる団体。

NPO法人「トイボックス」

現在門真市民文化会館「ルミエール
ホール」の指定管理委託を請け負っ
ている。R6に吹奏楽部の部活動地
域移行を本市より事業委託し、関西
フィルハーモニー管弦楽団等の指導
者を派遣し、取組を実施している。

■関係協力団体■
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門真市吹奏楽団 こもれびWind

吹奏楽部について
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指 導 者

関西フィルハーモニー管弦楽団

チューター



■ 男子バスケ

コドバス

運動部について
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指 導 者

■ 卓球

クローバー歯科カスピッズ

■ バドミントン

Ｙ－Ｂｅａｒｓ

■ 野球

門真市軟式野球連盟



技術面はもちろん、練習メニューも
提案いただき、生徒たちが生き生き
と活動していると感じています。

市立中学校の吹奏楽部員が減少していると伺い
コーチを引き受けました。練習や本番を経験する
中でまとまりのある演奏に変化してきました。
将来、プロ奏者になる生徒が生まれると嬉しいです。

専門的な指導が受けられるので、これまで
以上に技術が向上しました。指導員の教え
方が上手で、自分のプレーに自信がつくし、
試合のときも頼もしいです。

まだ始まったばかりですが…

バドミントン部顧問

吹奏楽部指導者
卓球部 キャプテン
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 社会貢献活動

 市ＨＰ等での広報

 企業ＨＰでの周知広報

 感謝状の贈呈 など

企業のメリット（例）

 他校にも拡充
 実施可能な種目は平日も実施

今後多くの費用が必要Ｒ7
以降

今後のスケジュール

 指導者派遣の人件費
 用具等の物的支援等

課題

持続可能な取組みにしていくことが不可欠
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ぜひ子どもたちのためにも、
ご協力をよろしくお願いいた
します!!!!

門真市教育委員会 学校教育課 指導・人権教育グループ
TEL : 06-6902-7042

門真市
Kadoma City


